





















認知 されてきた諾ではあるが， まだあまり一般には知られていない。 この諾が登場し
たのはおそらく1980年代に入った頃で， 例え'!， 1981年発行の町1 民と文化J 6 (横
浜市教育文化センター)所収のコラムのタイトルに 「キャンパス面禁」という誇を見









(r市民と文化.J 6 ( 1 981) より)
このほか， 198 4年に越野一汀氏によって脅かれた「みんなで喋れば怖くないーキャ
ンパスことばの今昔一J r国文学 解釈と銭賞J 49-3 (至文堂) にも 「キャンパスこ
とItJの諾を見ることができる。
「キャンパスことば」が登場した1980年代は. 若者のことばについての論考が数多
く脅かれた時期でもある。例えば， 1980年発行のr言語生活J 3 4 3  (筑摩書房)では「若
者の言語空間」という特集が組まれ， 「若者たちとことば」と題する座談会の様子や，
若者ことばや若者の言語意識に関する論考が絞る。 また， 同年発行の月刊r言語JJ 9寸






が数多く編纂され， それに関する論考も多く発表された。 また， 月刊r言語JJ (大修
館審庖)や月刊r日本語学Ji (明治書院)では以下のようなコラムが連載されたり特
集号が組まれるなど， この時期にまとめられた辞典 ・語集集および執筆された諸論考




(ω1υ) 米川明彦 (19ω91 一1 9的92幻) rすきやねん若者者.語辞典1-12むJ Ir言
(2幻) 吉岡泰夫(199位2一19ω93め)rおもしれ 一けん若1者者E雪-語イノベ一シヨン1-12白J r言諮』
21 -5-22-4 
(3) 永瀬治郎(1994-1995).rキャンパスことば全国分布図1-12Jr言語JJ 23 -5-24-4 
(4)米川明彦 (1994-1995) r連載 若者語の世界1-14J Ir日本語学J 13-12-1 4-13 





表1をご覧いただきたい。 ここには， これまで編纂された辞典・語ゑ集のうち， あ
る程度の語数を有し， 比較的まとまりのあるものを挙げ， タイトjレ名i発表形態， 縁
者名 (あるいは著者名). 発行年のほか， データの主な収集;場所および地域を示した。
なお， ここに挙げた辞典・諾梨集のタイトルは， 「若者語辞典Jr学生用語集J rキャ
ンパスことば辞典」などさまざまであるが， 収載の対象となっているのは， そのほと
んどが， 主に大学キャンパス内におい て大学生の聞で用い られ ている語である。 そこ
でここではこれ らを一括し， 表にまとめて示すこととした。
{表1 :キャンパスことi北海典リスト]
タイトル ・ 発表形態 車両・著者 発行年 主な収集場所 地域
















冊子 永糧自 治郎 J989- 専修大学
冊子 高山 勉 199J-
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これらの辞典・路案集は， 論文稿末に付されたものや冊子体 (私家版). 番籍とし























ような語まで含まれ， 採録の対象となる語はかなり広範にわたる。 しかし， これとは
対照的に， 早稲剖大学文学部因語学研究班による「早稲田大学キャンパス言葉辞典J
では， 大学外では通用しない， 成いは通用しにくいと判断される跨を対象としている
















































む。 つまり集団の成員にとって， スラングには， つくる， そして使うという
遊びの機能がある。(ことば遊びの機能)
(2) 集団の成員ffilこlごがそれを使って， 相互の逮帯感や貌愛感， 仲間意識や同類
意識を確認し， 強化しあう。 つまりスラングには， 集団の成員同士の心理的
な結合を強化する機能がある。(心理的結合強化の機能)
(p.179) 
こうした特徴を持った学生語として， 例えば， 柴悶(1978) は!日制第一高等学校の














英語の “volumc" にドイツ諾の形容詞接尾辞“ーlich" を接続させた造語。「メチロー
ゼ」 とは， ドイツ諾“Mädchen"に由来する「女の子」を意味する学生誇「メチJ ( rメッ
チェンJとも言う)と， ドイツ訟の「ノイローゼ (Neurose)J による造語である。
(2) I日制第四高等学校の学生諾 ( 矢野 ( 1994)より)
「六ちゃん(吉田六郎先生)のドイツチ工(Deutschc)フライ(frei)やぞ」
「えっ， ジッヘル (sicher) か」
「おいね」
「えつ， えつ， ガンツ (ganz)ええぞ」
「ドイツチェ (Deutsche)Jは「ドイツ語の授業J . rフライ (Irei)J は「休講」を
表し， 「ジッヘル(sicher)J は「硲実にJ. rガンツ (ganz)J は「すごく」の意で，
いずれもドイツ諾からの借用語である。 なお， 「おいね」 とは加賀方言で肯定の応答
を表す「はい」の意。「えつ」は「悦に入るJ が語源のようで， 喜びを表す場合に使
用されていたと言う。 なお， 矢野氏のものは単誌の羅列ではなく， 会話形式で軍事かれ













言われている。 つまり， 当時の学生誇というのは数|浪られた 「学生」という社会集団
の中で， 仲間内でのみ理解され， 使われるという隠語的要素が非常に強かったと言え
る。 なお， 旧制高校は全国に散らばっていたため地域差があったとは言-うものの， か
なり全国に共通して使われでいたものが多かったようである。 地域は違っても， 同じ
ような年紛で， 同じような社会的階級に属し， 同じような教育を受けた「学生J とい
う社会的集団において， 言策の共通性が見られるという点で非常に興味深い。















に見られたような「心理的結合強化の機能」 は簿らぎ， 「ことば遊ひ命の機能J がより










て， 俗語 ( スラング)研袋として， あるいは流行語や若者語研究の視点から行われて






















かつて， 「若者諾」や rキャンパスことIfJ などは言語研究の対・象とはされなかった，
研究対象として価値がないと恩われていた時代があった。今でもそういう風潮はある
が， 時代は変わり， 今， 多くの人たちの関心を集めるに至った。 新しいことばを生み





付記 2003年 5月31日出， 第19回すっきやねん若者ことばの会 (於:高槻市立生涯学
習センター)にて講演させていただく機会を得た。本稿はその時の講演原稿が元になっ
ている。 若者ことばの会発起人である米川明彦先生 (稼花女子大学)， 小矢野哲夫先
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